原子力学会廃炉検討委員会　第14回リスク評価分科会　議事録リ評分15-1


日時：2017年5月19日(金)　 13:30～16:00
場所：東大工学部8号館　502
参加者：山口主査、成宮幹事
　委員：喜多、鈴木、曾根田、高橋、肥田、丸山
　常時参加者：安部、宮野

配布資料：
リ評分14-1：第13回「リスク評価分科会」議事録(案)
リ評分14-2：リスク評価表ベンチマーク評価結果　まとめ
リ評分14-3：リスク評価表ベンチマーク評価結果（ｵﾘｼﾞﾅﾙ）
リ評分14-4：リスク評価表ベンチマーク評価結果
　（肥田、曽根田、成宮、山口、松本、丸山、喜多、高橋、倉本、竹内）
リ評分14-5-1：福島廃炉委第2回運営タスクの状況
[bookmark: _GoBack]リ評分14-5-2：第14回福島第一原子力発電所廃炉検討委員会議事次第案
リ評分14-5-3：廃炉検討委員会分科会の活動計画策定依頼
リ評分14-6：NDF主催の福島第一廃炉国際フォーラム（7/2-3）
リ評分14-7-1：原子力学会2017秋の大会企画セッション提案書(廃炉委)
リ評分14-7-2：原子力学会2017秋の大会企画セッション提案書(材料部会)
リ評分14参考１：分科会名簿(2017.4.11)

議事結果：
１．前回議事録確認：了承された。
２．リスク評価表　ベンチマーク評価結果
結果は、10人の委員から返答があったものを整理した資料リ評分14-2～4を概括し、その特性をチェックし「燃料損傷、と臨界の影響が大と評定」「キャスク落下は高さによる」「事故シナリオは進展の時間に依存する」などが判断において重要であったことを確認した。ステップ5の優先度の評点「低、中、高」そして「－、×」の分布をみた。あと、自然ハザードとして地震、津波、強風、近隣での爆発、などを見ているが、もっと広く見るべきではないか、との提案があった。
３．福島廃炉委第2回運営タスクの状況、次回廃炉委員会議事次第
資料14-5のシリーズの資料を用いて、廃炉委員会および運営タスクで議論となっている「SFPからの燃料取り出しの次のリスク評価はデブリ取り出しであり、そのリスク評価を急いでほしい」とのことについて、分科会としての意見を次のようにまとめた。
本分科会は、設計や運用の情報が確定しない状態での定量的リスク評価を行う方法を調査し、Dr.GarrickのQuantitative Risk Assessmentの方法を参考とした。対象には、デブリ、SFP、地下水などを比較分析し、比較的実行可能で、既存炉でも行ってきたことが部分的に活用できる「SFPからの燃料取り出し」を対象に、その考え方を検討してきた。評価方法における判定基準などの考え方もほぼまとまったので、報告書にまとめる予定である。 この方法をすぐにデブリ取出しに応用することは難しいので、体制も含め、委員会で考えてほしい。新しい体制の中で具体的なリスク評価アプローチを提案していくが、デブリ取り出しの意思決定者が考えるべきこと。デブリ取り出しの各ステップの技術面のリスク評価だけでなく、全体（社会影響）をみた方法と指標が要る。次のフェーズに行くには現実的な問題として捉え、プロジェクトを立ち上げるべき。
４．NDF主催の福島第一廃炉国際フォーラム（7/2-3）について 
7/3の技術セッションのポスターセッションにはリスク評価分科会としては、出さない。廃炉委員会の活動をまとめた英文パンフレット作成には、本分科会として1ページ作成し提出する。
５．次回
7月4日午後か5日午後で、欠席者の都合を聞くこととなった。

以上
　

